
 

 

 

 

 

 

「時を刻む」 

校長 宇 野 宏之祐 

 

 よくある話ですが、私は「新しもの好き」です。私が中学生だった若かりし頃、まだ世の中に

は「パソコン（パーソナル・コンピュータ）」といった言葉も普及していなかった時代に、ＮＥ

Ｃから発売されたパーソナル・コンピュータ PC-8800に N88-BASICという言語を用いて簡単なプ

ログラムを作って遊んだ記憶があります。大人になってからも、まだブラウン管テレビが家庭の

テレビの主流で大画面のテレビが珍しかった時代に、大画面プラズマテレビを購入し、奥さんに

「高い買い物をして！」と小言を言われたこともあります。こうした傾向は齢５０も半ばになっ

た今も変わっていません。新しいスマホが発売されると、真っ先にほしくなりますし、スマホと

タブレットとＭａｃを連動させたり、今流行の最新のゲーム機を真っ先に購入して遊んだりと、

未だ「新しもの好き」は健在です。そんな私ですが、唯一、スマートウォッチだけは、「ほしい

な」とは思いつつ購入をためらっています。 

  

「時計（ウォッチ）」と言えば、年齢を重ねる毎に時間が過ぎるのが早く感じました。毎日、

あっという間に一日が終わってしまいます。さらには、年々、「時の流れは早い」ことに実感が

伴い、とりわけ本校に着任後の９ヶ月間はあっという間でした。素直で元気な子供たちや学校教

育に理解のある保護者の皆様、地域の皆様に支えられた充実した日々。私自身にとっても、あっ

という間に過ぎた本当に良い１年間だったと思います。子供たちから、そして保護者や地域の皆

様から、たくさんのことを学ばせていただきました。ありがとうございました。 

時の流れは目には見えませんが、令和７年も、家庭生活や学校生活、寄宿舎生活等を通じて、

子供たちの心や記憶に、新たな学びや経験、気付きや発見などがたくさん刻まれる充実した１年

間であってほしいと思います。 

 

もしかすると私の深層心理の中では、アナログ時計の針が時を刻む様が自分の願いと重なり、

無意識に購入をためらってしまっているのかもしれません。大人も子供も本校で過ごす時間が流

される時間であってはなりません。子供にとっても大人にとっても、心や記憶に刻まれる学校で

あり続けたいと思います。 

新年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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１月の主な予定 

1月 1４日(火) ３学期始業式 

   １５日（水）岩崎電子来校 

   １６日（木）役員会 

２３日（木）さくら補聴器来校 

２８日（火）役員会 

２９日(水) 児童生徒会総会 

 １７日（金）誕生会（幼） 

 ２１日（火）役員会 

 ２２日（水）ボランティア活動（舎） 



学習発表会 １０月１２日(土)  

 今年の学習発表会も多くの来場者で賑わいました。今年のテーマ「みんなの気持ちがやる気全開な学習発

表会にしよう！」のとおり、子どもたちの“やる気”をたくさんの人に届けることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場体験学習 １１月７日(木) ～中学部～ 

 中学部の生徒４名は、校内の公務補さん、また室蘭市内にある３つの事業所に

御協力いただき、職場体験を行いました。実際の職場で職員の方から直接お仕事

を教わる貴重な体験を通して、仕事の大変さや楽しさ、達成感など、様々なこと

を学ぶことができました。 

 

 

 

天神小交流 １１月２２日（金）～小学部～ 

 

 

 

 

 

もちつき １１月２９日（金）～幼稚部～ 

 

 

 

 

 

 

 

「きたかぜとたいよう」（幼） 「ピノキオ」（小） 

「賢の贈り物」（中） 

全校スポーツ

交流会 

11月 15日（金） 

 ２年ぶりに全校ス

ポーツ交流会が開催

されました！子ども

もお父さんもお母さ

んも教職員も全員で

“ダンシング玉入

れ”を楽しみました。

企画、準備、運営等、

保護者の皆様、お疲れ

様でした。楽しい交流

会になりました。あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

今年も餅つき会を行いました。大・中・小

３種類の杵の中から、中くらいの杵を選んだ

子供は、頑張って肩の高さまで持ち上げてつ

きました。最初は小さい杵を持った子供も、

他の子供たちの様子を見て中くらいの杵に挑

戦しました。つき上がった餅で、鏡餅を作っ

たり、あんこ餅を作って食べたりしました。 

今年度の交流は、天神小学校の 3 年生の皆さ

んが考えてくれたお店屋さんと聾学校の「魚釣

り屋さん」を楽しみました。お店屋さんを巡っ

た後は、互いに手話で歌を発表し合いました。

また、最後には天神小学校の児童から聾学校の

小学部にプレゼントをいただきました。とても

楽しい時間を過ごすことができました。 

 

 

 

「はじめのあいさつ」（小） 

「おわりのあいさつ」（中） 


